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令
和
二
年
「
吉
川
英
治
賞
」
決
定
の
お
知
ら
せ 

  

本
年
度
の
吉
川
英
治
賞
が
、
左
記
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

◆
第
五
十
四
回 

吉
川
英
治
文
学
賞
【
賞
牌
・
副
賞
参
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員
〉
浅
田
次
郎
・
五
木
寛
之
・
北
方
謙
三
・
林
真
理
子
・
宮
城
谷
昌
光
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

  

該
当
作
な
し 

  

◆
第
五
回 

吉
川
英
治
文
庫
賞
【
賞
牌
・
副
賞
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員
〉
各
出
版
社
の
代
表
者
（
各
社
一
名
）・
識
者
・
書
店
員
等 

合
計
五
十
名 

〈
立
会
人
〉
逢
坂 

剛
（
敬
称
略
） 

 

小 お

野 の 

不 ふ

由 ゆ

美 み 

氏 
 

「
十

じ
ゅ
う

二 に

国 こ
く

記 き

」
シ
リ
ー
ズ
（
新
潮
文
庫
） 

  

◆
第
四
十
一
回 

吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
【
賞
牌
・
副
賞
各
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員
〉
伊
集
院
静
・
大
沢
在
昌
・
恩
田 

陸
・
京
極
夏
彦
・
重
松 

清
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 

今 い
ま

村 む
ら 

翔
し
ょ
う

吾 ご 

氏 
 

 
 

『
八 は

ち

本 ほ
ん

目 め

の
槍 や

り

』（
新
潮
社
刊
） 

呉 ご 
 

勝 か
つ

浩 ひ
ろ 

氏 
 
 

 
 

『
ス
ワ
ン
』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
刊
） 

  

◆
第
五
十
四
回 

吉
川
英
治
文
化
賞
【
賞
牌
・
副
賞
各
百
万
円
】 

〈
選
考
委
員
〉
阿
川
佐
和
子
・
出
久
根
達
郎
・
堀
田 

力
・
柳
田
邦
男
・
吉
川
英
明
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 

國 く
に

井 い 

修
お
さ
む 

氏 

【
途
上
国
の
医
療
支
援
に
尽
力
し
、
エ
イ
ズ
な
ど
世
界
三
大
感
染
症
に
立
ち
向
か
う
】 

橋 は
し

本 も
と 

操
み
さ
お 

氏 

【
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
「
た
ん
吸
引
」
を
可
能
に
し
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
の
在
宅
で
の
自
立
生
活
を
推
進
す
る
】 

 

「
子 こ

供 ど
も

の
科 か

学 が
く

」 
 

【
子
供
に
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
続
け
て
九
六
年
、
日
本
の
理
系
親
子
が
絶
対
の
信
頼
を
寄
せ
る
】 

  

令
和
二
年
三
月
二
日 

  

公
益
財
団
法
人 

吉
川
英
治
国
民
文
化
振
興
会 

講
談
社 

広
報
室 


